
（第１号様式）

6 年 ○ 月 × 日

鹿児島県教育委員会　殿

申請者

・

下記のとおり奄美少年自然の家を使用したいので許可くださるよう申請します。

記

注　日程計画書及び利用者名簿を添付すること。

そ の 他

伝 達 事 項

集団宿泊学習

　豊かな自然の中で，自己の生活を整える体験を通して，自立に向けた心構えに気付くことができる
ようにする。

別紙(日程計画書のとおり)研修日時

赤崎　大地

奄美少年自然の家使用許可申請書

朝仁　海

 氏名

校長

 職

奄美市名瀬朝仁字赤崎1096-２
自然の家小学校

奄美市名瀬朝仁字赤崎1096-２

電話番号

奄美市名瀬朝仁字赤崎１０９６-２

入所
日時

退所
日時

4 時 月

月時4

そ の 他

成 人 一 般

計

1 第
２
希
望143 分

30 分

日 30

計

45人 45人 90人分

日 時 分

時日

教頭

 職  氏名

894-0043郵便番号

参 加 人 員
( 宿 泊 を 伴 う
場 合 に 記 入 ）

男 女第
１
希
望

9日

月

月

5人
91人

中 学 生86人小 学 生

高 専 ・ 大 学 生

研 修
目 的

参 加
人 員

勤 労 青 年

高 校 生

幼 児

令和

校長 朝仁　海

0997-53-1032

研 修 会 名

所 在 地

名 称

職 ・ 氏 名

申 請 者 の

所在地

住　所

名称 自然の家小学校

奄美市名瀬朝仁字赤崎１０９６-２

職 氏 名

引率責任者

の 職 氏 名

記入例



（第２号様式）

鹿教委指令第 号

指令先

・

下記のとおり奄美少年自然の家の使用を許可する。

年 月 日

鹿児島県立奄美少年自然の家所長

記

※ 円

注 入所の際受付に提示すること。

教頭 赤崎　大地

 職

郵便番号

令和

自然の家小学校名称

申 請 者 の

所在地

住　所

奄美市名瀬朝仁字赤崎１０９６-２

奄美市名瀬朝仁字赤崎１０９６-２

朝仁　海

 氏名

校長
 職

　豊かな自然の中で，自己の生活を整える体験を通して，自立に向けた心構えに気付
くことができるようにする。

幼 児

人
高 校 生

集団宿泊学習

高 専 ・ 大 学 生

86人
人人

人 そ の 他

奄美市名瀬朝仁字赤崎1096-２
自然の家小学校

所 在 地

名 称

校長 朝仁　海

許可条件

奄美市名瀬朝仁字赤崎1096-２

894-0043 0997-53-1032

職 氏 名

引率責任者

の 職 氏 名

研 修 会 名

中 学 生

成 人 一 般

研 修
目 的

参 加
人 員

勤 労 青 年

 氏名

使 用 料 0
  別紙（日程計画書のとおり）研修日時

男

時

4

45人 45人 90人

参 加 人 員
（宿泊を伴う場合)

4

女 計 日

日

奄美少年自然の家使用許可書

分

分

1

30

30

14

9

3

5人

電話番号

計

人

人

小 学 生

職 氏 名

時

91人

月

月

＜許可条件＞
〇　利用団体は，参加者の利用前検温及び体調管理の報告を行う。
〇　参加者は，手洗い・手指消毒を行う。
〇　利用した部屋等の消毒作業に協力する。

 入所日時

 退所日時

記入例



（第３号様式）

6 年 ○ 月 × 日

鹿児島県教育委員会　殿

申請者

・

　下記について，鹿児島県青少年社会教育施設の設置及び管理に関する
条例第8条の規定により，使用料を　免除　・ 　減額　くださるよう必要な
書類を添えて申請します。

記

※ ※

円

※
円/人 × 人 × 100/100 ＝ 円
円/人 × 人 × 　50/100 ＝ 円

円/人 × 泊 × 人 × 100/100 ＝ 円
円/人 × 泊 × 人 × 　50/100 ＝ 円

円/人 × 泊 × 人 × 100/100 ＝ 円
円/人 × 泊 × 人 × 　50/100 ＝ 円

計 円

※ ※

円 円

注 ※印は記入不要

使用料免除（減額）申請書

免除(減額)
決定額

使 用 料 免 除

( 減 額 ) の

見 込 額

研修団体が納入すべき使用料

研修施設

330

330

1,080

1,080

200

200

0

分

0

0

キャンプ場

宿泊棟

月 45人

受 け る 理 由
使 用 規 定 第 ５ 条 第 １ 項 第 号による

免除(減額)を

日 時時

免除前
使用料

分

計

そ の 他幼 児 計

人
5人

91人

集団宿泊学習

住　所

奄美市名瀬朝仁字赤崎１０９６-２

奄美市名瀬朝仁字赤崎１０９６-２

成 人 一 般高 専 ・ 大 学 生 人
人

時月 日30 分

90人

人
人

入所
日時 参 加 人 員

( 講 師 を 含 む )

男

30 分
退所
日時

4

4

月 1 日 9第
１
希
望 45人

第
２
希
望月 3 月 14

時 女

申請者の

職 氏 名

名称 自然の家小学校

人

引率責任者

の職氏名

研修会名

研 修
目 的

小 学 生
参 加
人 員

勤 労 青 年

高 校 生

教頭 赤崎　大地

894-0043
所在地

　豊かな自然の中で，自己の生活を整える体験を通して，自立に向けた心構えに気付くこと
ができるようにする。

令和

校長

 職

 職  氏名

所 在 地

名 称

職 氏 名

朝仁　海

奄美市名瀬朝仁字赤崎1096-２
自然の家小学校

奄美市名瀬朝仁字赤崎1096-２

郵便番号 0997-53-1032

校長 朝仁　海

電話番号

 氏名

中 学 生86人

記入例



利用者名簿 No.1

　　注　 １　使用許可申請書と同時に提出してください。
　 　２　引率者名もご記入ください。（「学年等」の欄は年齢・職名可）
　　 ３　性別欄は，宿泊時のみご記入ください。
　　 4　備考欄は，食物以外のアレルギー等，配慮の必要な事項等についてご記入ください。
　　 ５　下記の内容が分かれば学級名簿等でもかまいません。

団体名 大虎　つぐみ

番号 氏　　　名 性別 学年等 備考（配慮の必要な事項等）

1 奄美　蘭 男 ５年
2 名瀬　桜 女 ５年
3 大和　葵 男 ５年
4 宇検　百合 女 ５年
5 瀬戸内　芙蓉 男 ５年
6 龍郷　すみれ 女 ５年
7 赤崎　大地 男 教頭
8 大虎　つぐみ 女 教諭
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

自然の家小学校 連絡責任者・連絡先 0997-53-1032

ぜん息（常備薬持参）

記入例



食
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(
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 ※　野外炊さんを実施する団体のみ提出してください 。

 ※　１班を５～10人で編成してください。

 ※　原則12班以内で編成してください。

団体名

実施日 （   昼食  ・  夕食  ）

研修生 引率者 計

1 A 9 1 10

2 Ｂ 9 9

3 C 9 9

4 D 8 8

5 E 8 1 9

6 F 9 9

7 G 9 9

8 H 9 9

9 I 8 1 9

10 J 8 1 9

11

12

合　　計 86 4 90

食
器
係

１　食器や調理器具などを準備する。
２  羽釜や鍋，食器，調理器具などを
　洗い，調理係に渡す。
　※　調理用具は除菌する。
３  食事後，食器や調理器具などをき
　れいに洗い，職員の点検を受ける。

１　食堂に食材を取りに行く。
２　米をとぐ。
３　食材を洗ったり，切ったりして下ご
　しらえをする。
４  食事後，食器係と一緒に食器や調
　理器具をきれいに洗う。
５  流し場の後始末とごみの処理をす
　る。

調
理
係

か
ま
ど
係

１　薪倉庫に薪を取りに行く。
２　かまどの火をおこす。
３　食器係や調理係と協力して米を炊
　き，おかずを作る。
　※　火の調整をする
４　残った薪を薪倉庫に戻す。
５　かまど周辺を掃除する。
　※　かまどに直接水をかけない。
　※　残り火の処理は，自然の家職員が
　　　行う。

野外炊さん班編成表

人数
班名番号

(班ごとに３つの係を決めてください)

各係の活動内容

自然の家小学校

令和6年4月2日

記入例


